
効 果：切梁に火打ブロックを採用することで、切梁の設置間隔を大きくすることが可能となり、
切梁の設置数が減少し、コスト縮減が図れました。

事業名：大阪市道高速道路淀川左岸線建設事業
概 要：切梁に火打ブロックを採用することで、コスト縮減を図りました。

火打ちブロックの採用火打ちブロックの採用

■縮減額 121百万円

阪神高速道路株式会社

「公共工事コスト縮減対策に関する新行動指針」
【 施策名： (1) 工事コストの低減 １）工事の計画･設計等の見直し ④技術開発 】

変更当初
従来切梁 切梁＋火打ブロック


